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要　旨　

　本研究は，地震発生後の津波の観測データを用いて，リアルタイムで大阪湾内に来襲する津波を予測する手法

検討を行ったものである。ここでは，来襲津波の時間波形の情報は無視し，水位の最大上昇量と低下量をすばや

く予測するシステムとして，ニューラルネットワークを援用するリアルタイム津波予測法を取り扱った。その結果，

(1) 津波予測に用いるネットワークは，中間層ユニットの数が 10，中間層ユニットの応答関数が tansig 型，出力層

ユニットの応答関数が linear 関数がよいこと，(2) 各地点毎に，ニューラルネットワークによる引波および押波の予測

値と津波シミュレーション結果を比較したところ，両者は良く一致すること，(3) 5 地点における引波と押波を同時予

測するように訓練したニューラルネットワークはうまく機能することがわかった。
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